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（大津市地球温暖化防止活動推進センター） 
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電 話：077（526）7545 / FAX：077（526）7581 

フォーラム HP：https://eco-otsu.net 

E メール（事務所）：forum@eco-otsu.net 

＜事務局長から＞    実りの秋を迎えました。今年度末で第 2 期の指定期間が満了となる「大津市地球温暖

化防止活動センター」について、9 月 1 日開催の第 30 回理事会において、次期 3 か年も引き続き委託を受け

るための申請をする旨決定し、準備を開始しました。コロナ禍の終息が見通せない中での活動となりますが、

皆様方の一層の力強いご支援・ご協力よろしくお願いいたします。 

■トピックス                                                    

○ おおつ市民環境塾 2021 講座 3「これからのごみ問題を考える」を開催しました 

7 月 17 日、生涯学習センターにて、おおつ市民環境塾｢これ

からのごみ問題を考える｣を開催し、19 人が参加されました。 

滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課課長補佐の加藤貴也氏

に廃棄物行政の歴史とごみ排出量推移、第 5 次滋賀県廃棄物処

理計画最終案の重点施策（①プラスチックごみ発生抑制策推進 

②食品ロス削減策推進③災害廃棄物円滑処理体制構築）につい

て講演していただきました。①；ごみ処理量は徐々に減ってきましたが、環境に排出されたプラごみの問題が

深刻です。資源枯渇や CO2 排出の面からも、プラごみになるようなものを｢受け取らない｣｢使わない｣が重要で

す。②；本来食べられるのに、食べ残し･期限切れ･買い過ぎ･規格外れなどで棄てられている食品（食品ロス）

は、WFP による全世界食料援助量の 2 倍もあり、これらを作らないことが必要です。③；温暖化で災害が増え、

災害廃棄物も増えています。普段から家の中を整理し、物を置かない、スマートな暮らしが肝要です。 

○ 出前講座「青山観察会 ～夏の昆虫をさがそう～」を開催しました 
７月 27 日、暑くなる前の時間帯に、青山児童クラブの子ど

もたち 26 人を対象とした出前講座「青山観察会 ～夏の昆虫

をさがそう～」を青山中央公園で開催しました。 

当初は桐生キャンプ場で実施の予定でしたが、暑い中の移

動を減らすため、地元の公園に変更しました。また、捕虫網な

しでも楽しめるよう、写真の虫を集めてもらうことにしまし

た。写真ゲットで 1 点、本物の虫は 2 点です。写真は、取り

忘れても環境に影響しないように、画鋲などは使わず無害な

のりで貼ったり隙間に挟み込んだりして、虫がいそうな場所

に開催 1 時間前に配置しました。一段落したころ、子どもた

ちが揃って到着。注意事項説明の後、ゲーム開始。1 時間弱で

したが本物もたくさん捕まえ、最高点は 38 点でした。身近な

住宅街の公園にも多くの生きものがいることを知り、この場所を大切にしようと思ってもらえたようです。 

○ 自然家族事業 びわ湖の日 1｢湖の学校｣を開催しました 

7 月 31 日、びわ湖大津館にてびわ湖の日 1 「湖

の学校」を開催し、申し込み 24 家族の中から抽

選で選ばれた 10 家族 32 人が参加されました。 

参加者はプランクトン班と底生生物班に別れ

て琵琶湖岸で生きもの採集の様子を見学。その

後、採集した生きものを、別の場所で採取したも

のとともに家族ごとに観察し、記録しました。プランクトン班は、琵琶湖環境科学研究センター 一瀬諭博士に

よる顕微鏡投影像を見ながらの解説を聞きます。底生生物班は、同研究センター 井上栄壮博士の指導でミミズ

とその他の生きものの採集数を数えました。両班とも、採取した場所の水の汚れぐあいや底地が砂か泥かの違

いでどれくらい生きものが違うか比べました。最後に講師にまとめと全体の総括をしていただきました。コロ

ナ禍の制約のもとでしたが、琵琶湖の生きものを支えるモノは何かを学ぶことができました。 
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○ を開催しました 
８月１日、フォーラムが運営する市民参加イベントで最大の「おおつエコフェス

タ 2021」を、諸団体のご協力を得てピアザ淡海で開催し、環境やエネルギーについ

て 600 人近くの皆さんにクールシェアをしながら楽しく学んでいただきました。 

コロナ禍渦中なので、会場の密回避のため、これまでの自由参加制はとらず時間

区分指定の申込制・時間帯ごとの入替制としました。主会場はチアダンスやバルー

ンアート、紙芝居、マジックのステージと、17 のグルメ・体験ブースを設定しまし

た。ホワイエにはポスター・映像展示の 3 ブースを設けました。また休憩と食事の

ための部屋も別に用意しました。混雑は回避できたものの、入場時間が限られるこ

とになったため、参加者の皆さんは駆け足での観覧・体験となりました。 

■プロジェクト等からの活動報告・お知らせ                                   

≪生ごみリサイクルプロジェクト≫ 

9 月 5 日、膳所池ノ内市民農園水くみ場の石積堰の
修復作業を行いました。また、次年度以降の市民農園
事業の方向付けを決定しました。詳細は次号で。9 月
17 日、市民活動センターで 7 人が参加して生ごみ堆
肥化資材ボカシつくりを行い、11 個作成しました。 

≪里山保全プロジェクト≫ 

春日山公園の駐車場付近に特定外来生物のアレチ
ウリが繁茂していたため、9 月 4 日に駆除しました。
7 月にも駆除していましたが、駆除が不完全だったこ
と、本種の繁殖力が強いことなどもあり、かなり広が

っていました。開花していましたが、休眠性があって
厄介な種子は未熟だったため、しばらくは安心です。 

≪ビオトーププロジェクト≫ 

9 月 12 日、春日山公園ビオ
トープ池の堰止板を交換しま
した。6 月の護岸工事時に外し
た板を戻していましたが、漏
水が激しくて池底の泥がひび
割れるほどになっていたため
急遽作業しました。来年 6 月のイベント開催時までに
生きものが戻って来てくれることを祈っています。 

■これからのフォーラム活動               ※COVID-19 の感染状況により変更になることがあります。   
 

＊大津市センター；大津市地球温暖化防止活動推進センター（明日都浜大津 4F） 

プロジェクト等の名称 日 時 場 所 ・ 内 容 

プロジェクト   

子どもが遊べる川づくり 10 月 19~22 日 調整中 幻案寺前の吾妻川∥中央小学校学習支援｢川探検｣ 

生ごみリサイクル 
10 月 19 日(火) 9：30 大将軍 2 丁目畑∥里の日準備 

10 月 30 日(土) 14：00 ふれあいプラザ∥生ごみ堆肥化研修会 

ビオトープづくり 
10 月 17 日(日) 9：00 北大路どろんことーぷ∥池の補修作業 

10 月 30 日(土) 10：00 春日山公園∥自然観察指導者スキルアップ研修会場下見 

里山保全 

10 月 2 日(土) 9：00 春日山公園∥定例会 

10 月 18 日(月) 9：00 春日山公園∥定例会 

11 月 6 日(土) 9：00 春日山公園∥定例会 

エネルギー 

10 月 5 日(火) 10：00 大津市センター∥定例会議 

10 月 12 日(火) 10：00 大津市センター∥家庭の省エネ簡易診断改定会議 

11 月 2 日(火) 10：00 大津市センター∥定例会議 

委員会・実行チーム・事業部   

理事会 10 月 7 日(木) 13：30 市民活動センター∥理事会 

おおつ市民環境塾実行チーム 11 月 6 日(土) 10：00 堅田観光駐車場集合∥堅田まち歩き (予備７日) 

自然家族事業実行チーム 10 月 23 日(土) 10：00 大将軍 2 丁目畑∥里の日 2｢サツマイモ収穫｣(予備24日) 

全国ネット補助金事業実行チーム 10 月 5 日(火) 13：30 大津市センター∥連絡調整会議 

里湖づくり事業実行チーム 
10 月 8 日(金) 9：30 琵琶湖環境科学研究センター･湖岸∥調査活動 

10 月 13 日(水) 9：30 琵琶湖環境科学研究センター･湖岸∥湖底耕耘 


